
“発展途上国の子供たちにワクチンを贈る”運動 (再資源化・CO2の削減・ワクチンを贈る) 

エコキャップ運動とはペットボトルのキャップを中心として、環境、資源、福祉といったテーマに、子ども

からお年寄りの方までどなたでも簡単に参加でき、社会貢献できる取り組みです。 

地球温暖化の進行が心配されているなかで、ボトルキャップを分別回収することにより再資源化を促進し、ＣＯ2 の発

生を抑制でき、そしてキャップの売却益で世界の子どもたちにワクチンを届けることが出来るのです。 

明石 石ケ谷公園・明石中央体育会館では、2012年7月5日より「ペットボトルキャップで世界の子どもたちに笑顔を!!」

キャンペーンを開始。明石中央体育会館内自動販売機横にペットボトルキャップ回収容器 3 個設置し、ポスター等で利

用者に呼びかけ、貧困に苦しむ世界の子どもたちの支援活動・リサイクルの促進、ＣＯ２の削減、障がい者・高齢者雇用

促進を目的に取り組んでいます。 

2017年 6月 30日までに累計 88,967個のペットボトルキャップが様々な社会貢献活動にあてられています。 

(ポリオワクチン 累計約 111人分 ) 

※㈱ホープ本社・明石海浜公園・魚住北公園で回収したペットボトルキャップも含まれています。 

『ペットボトルキャップ 1個から始める社会貢献』 

 


